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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期連結会計期間における情報サービス産業におきましては、米国に端を発した世界的な金融危機の

影響により、景気後退が深刻化するなか、顧客の情報化投資に対する慎重な姿勢は強まり、案件の延伸をはじめ

開発費用の値下げ要求などが顕著になってきております。また、新型インフルエンザの影響という新たな社会的

リスクも加わり、今後の見通しはさらに不透明度を増しております。

当社グループは、このような厳しい局面に対応するため、グループ間の連携を強化し、顧客の要望に柔軟に対

応できる事業展開を図ってまいりました。

当社が得意とする製造業、自動車産業向けの受託システム開発の売上が伸び悩むなか、この１月から神奈川第

二データセンターが稼動したアウトソーシングビジネスやシステム運用管理の標準化を図り最適なサービスを提

供するＩＴマネジメントサービスなどに注力いたしました。さらに、お客様の“攻めと守りのＩＴ経営”に役立

つという観点からソリューションの拡充に努めてまいりました。

しかしながら市況悪化による業績低迷が当初の見込みをはるかに上回ったことに加え不採算プロジェクトが発

生し、さらに体質強化のため販売不振の商品の在庫調整や事業の本格化が遅れている連結子会社ののれんの一括

償却を行ったことにより、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は113億３千７百万円、営業損失は５億１

百万円、経常損失は４億３千５百万円、四半期純損失は６億３千１百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

(ソフトウエア開発事業)

主要顧客における情報化投資の抑制や先送りに加えて、低価格化競争が激化し、情報系・制御系の売上げが減

少した結果、売上高は56億６千４百万円となりました。

(情報システムサービス事業)

受注環境が厳しい状況の中、業務効率やコスト削減を徹底しましたが、製品検証サービスなどのプロフェッシ

ョナルサービスの売上減少が影響し、売上高は56億７千３百万円となりました。

(ａ)プロフェッショナルサービス

これまで牽引してきた製品検証サービスの売上げが減少したことなどにより、売上高は33億８千万円とな

りました。

(ｂ)アウトソーシングサービス

昨年大型案件を受注したデータセンタービジネスの売上げが順調に推移した結果、売上高は17億６千万円

となりました。

(ｃ)パッケージ

急速な景気悪化の影響を受け、製造業、流通業向けのパッケージ製品の売上が減少した結果、売上高は５

億３千２百万円となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

資産の残高は412億４千２百万円となり、前連結会計年度末と比べ37億６千７百万円の増加となりました。

これは、売掛金の回収により受取手形及び売掛金が23億８千９百万円減少したものの、当連結会計年度か

らリース取引に関する会計基準を適用したことによるリース資産の増加が55億４千９百万円あったことな

どによるものです。

（負債）

負債の残高は195億1千1百万円となり前連結会計年度末と比べ46億5千7百万円の増加となりました。これ

は、買掛金や法人税等の支払による減少があったものの、当連結会計年度からリース取引に関する会計基

準を適用したことによるリース債務（短期）（流動負債 その他）の増加が３億６千万円、リース債務

（長期）の増加が52億１百万円あったことなどによるものです。

（純資産）

純資産は217億３千１百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億９千万円の減少となりました。これは、

四半期純損失や配当金の支払いにより利益剰余金が８億９千２百万円減少したことなどによるものです。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ５億４百万円増加し57億１千３百万円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少23億９千１百万円などにより19億４千１百万

円となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動による資金の減少は、前連結会計年度に建設した神奈川第二データセンター構築費用等の支

払い８億５百万円などにより７億７千万円となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動による資金の減少は、短期及び長期借入金の返済３億１百万円や配当金の支払２億６千２百

万円などにより６億６千８百万円となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

平成22年１月期の業績予想につきましては、平成21年３月19日公表いたしました業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日付公表の「業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照

下さい。

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る

実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。

棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行っております。

② 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。

③ 税金費用の計算

税金費用の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを基本とし、経営環境等の変化による重要な影響を加味した方法によっておりま

す。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成

19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９

号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については次のとおり変更しております。
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商品・材料・貯蔵品･･･総平均法による低価法から総平均法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

仕掛品･･･････････････個別法による低価法から個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）

なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

③ 当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取

扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号）を適用し、連結決算上必要な修

正を行っております。

なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

④ 所有権移転外ファイナンス･リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用

することができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、期首に

前連結会計年度末における未経過リース料残高または未経過リース料期末残高相当額（利息相当額控除

後）を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法によっております。

この結果、従来の方法によった場合に比べ、営業損失は56,037千円減少し、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は12,823千円それぞれ増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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5.【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,769,105 5,272,433

受取手形及び売掛金 7,292,865 9,682,802

有価証券 521,700 407,400

商品 170,872 292,285

仕掛品 2,329,903 1,978,509

その他 1,794,589 1,513,663

貸倒引当金 △62,795 △42,877

流動資産合計 17,816,239 19,104,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,458,893 8,478,890

土地 2,583,496 2,583,496

リース資産（純額） 5,549,074 －

その他（純額） 716,704 664,124

有形固定資産合計 17,308,169 11,726,511

無形固定資産

のれん 253,988 602,548

その他 1,357,238 1,351,095

無形固定資産合計 1,611,227 1,953,643

投資その他の資産

その他 4,716,447 4,897,169

貸倒引当金 △209,177 △205,868

投資その他の資産合計 4,507,270 4,691,301

固定資産合計 23,426,666 18,371,456

資産合計 41,242,906 37,475,673

負債の部

流動負債

買掛金 1,846,014 2,320,294

短期借入金 2,332,249 2,549,986

未払法人税等 98,008 414,336

賞与引当金 1,136,245 529,222

その他 3,651,736 3,794,384

流動負債合計 9,064,254 9,608,225

固定負債

長期借入金 2,658,399 2,742,895

リース債務 5,201,823 －

繰延税金負債 29,433 1,926

退職給付引当金 1,997,310 1,927,235

役員退職慰労引当金 560,231 573,928

固定負債合計 10,447,196 5,245,985

負債合計 19,511,451 14,854,210
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,586,000 6,586,000

資本剰余金 6,415,030 6,415,030

利益剰余金 9,882,534 10,775,082

自己株式 △1,748,878 △1,748,878

株主資本合計 21,134,686 22,027,234

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △103,022 △112,866

為替換算調整勘定 △1,401 △2,582

評価・換算差額等合計 △104,423 △115,448

少数株主持分 701,191 709,677

純資産合計 21,731,454 22,621,463

負債純資産合計 41,242,906 37,475,673
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年４月30日)

売上高 11,337,203

売上原価 9,842,215

売上総利益 1,494,987

販売費及び一般管理費 1,996,785

営業損失（△） △501,798

営業外収益

受取利息 6,455

受取配当金 1,653

有価証券評価益 117,825

その他 35,671

営業外収益合計 161,605

営業外費用

支払利息 90,729

その他 4,088

営業外費用合計 94,817

経常損失（△） △435,010

特別利益

役員賞与引当金戻入額 48,400

貸倒引当金戻入額 1,040

特別利益合計 49,440

特別損失

固定資産除却損 2,898

投資有価証券評価損 30,308

貸倒引当金繰入額 24,458

のれん償却額 328,001

その他 680

特別損失合計 386,346

税金等調整前四半期純損失（△） △771,917

法人税、住民税及び事業税 90,109

法人税等調整額 △236,629

法人税等合計 △146,519

少数株主利益 5,707

四半期純損失（△） △631,105
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △771,917

減価償却費 361,001

のれん償却額 355,559

賞与引当金の増減額（△は減少） 607,022

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △55,120

退職給付引当金の増減額（△は減少） 70,075

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,697

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,227

受取利息及び受取配当金 △8,108

支払利息 90,729

持分法による投資損益（△は益） △3,244

固定資産除却損 2,898

有価証券評価損益（△は益） △117,825

投資有価証券評価損益（△は益） 30,308

前受金の増減額（△は減少） 381,932

売上債権の増減額（△は増加） 2,391,989

たな卸資産の増減額（△は増加） △229,636

その他の流動資産の増減額（△は増加） 90,488

仕入債務の増減額（△は減少） △476,614

未払消費税等の増減額（△は減少） △72,484

未払金の増減額（△は減少） 101,691

未払費用の増減額（△は減少） △229,701

その他の流動負債の増減額（△は減少） △89,865

その他 △14,805

小計 2,423,903

利息及び配当金の受取額 8,472

利息の支払額 △91,066

法人税等の支払額 △399,559

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,941,749

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500

定期預金の払戻による収入 3,021

固定資産の取得による支出 △805,804

投資有価証券の取得による支出 △15,000

子会社株式の取得による支出 △127

貸付金の回収による収入 3,382

敷金及び保証金の差入による支出 △3,410

敷金及び保証金の回収による収入 74,385

その他 △25,662

投資活動によるキャッシュ・フロー △770,715
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(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000

長期借入金の返済による支出 △101,976

配当金の支払額 △262,457

少数株主への配当金の支払額 △13,775

リース債務の返済による支出 △90,015

その他 △256

財務活動によるキャッシュ・フロー △668,480

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,659

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 504,213

現金及び現金同等物の期首残高 5,208,989

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,713,203
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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(6) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年４月30日）

ソフトウエア

開発事業

(千円)

情報システム

サービス事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

(1)外部顧客に
対する売上高

5,664,142 5,673,060 11,337,203 ― 11,337,203

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

72,041 24,241 96,283 (96,283) ―

計 5,736,184 5,697,301 11,433,486 (96,283) 11,337,203

営業利益又は営業損失(△) △238,927 △266,613 △505,541 3,742 △501,798

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２ 各区分の主なサービスの名称

(1) ソフトウエア開発事業

ソフトウエア受託開発事業

(2) 情報システムサービス事業

ネットワークインテグレーションサービス、サポートデスクサービス、製品検証サービス、アウト

ソーシングサービス等各種サービス事業及びソフトウエアパッケージ販売事業

３ 会計処理の方法の変更

（リース取引に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の２リース取引に関する会計基準

等の適用に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会

会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によっ

た場合に比べ、営業損失はソフトウエア開発事業で27,391千円、情報システムサービス事業で28,646千円

減少しております。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年４月30日）

前セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年４月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等
(１)(要約)四半期連結損益計算書

前第１四半期連結累計期間
前年同四半期連結累計期間

(自 平成20年２月１日

至 平成20年４月30日)科 目

金 額(千円)

Ⅰ 売上高 13,673,425

Ⅱ 売上原価 11,003,590

売上総利益 2,669,835

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,991,886

営業利益 677,948

Ⅳ 営業外収益 65,419

Ⅴ 営業外費用 13,131

経常利益 730,236

Ⅵ 特別利益 17,988

Ⅶ 特別損失 8,264

税金等調整前四半期純利益 739,961

法人税、住民税及び事業税 319,924

法人税等調整額 4,794

少数株主利益 12,974

四半期純利益 402,268
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(２)(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第１四半期連結累計期間
前年同四半期連結累計期間

(自 平成20年２月１日

至 平成20年４月30日)

区 分 金 額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

１ 税金等調整前四半期(当期)純利益 739,961

２ 減価償却費 157,309

３ のれん償却額 25,429

４ 賞与引当金の増加額 554,068

５ 退職給付引当金の増減額 34,946

６ 持分法による投資損益 △4,728

７ 売上債権の増減額 1,791,446

８ たな卸資産の増加額 △217,914

９ 仕入債務の増減額 △330,083

10 その他 △768,542

小計 1,981,892

11 利息及び配当金の受取額 19,843

12 利息の支払額 △2,449

13 法人税等の支払額 △685,467

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,313,818

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

１ 定期預金の預入による支出 △1,500

２ 定期預金の払戻による収入 10,848

３ 有価証券の取得による支出 △130,363

４ 有価証券の売却による収入 151,058

５ 固定資産の取得による支出 △310,910

６ 投資有価証券の取得による支出 ―

７ 投資有価証券の売却による収入 50,642

８ 事業譲受による支出 ―

９ 出資金の取得による支出 ―

10 出資金の払戻による収入 1,782

11 連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出（純額） △102,000

12 貸付による支出 △51,518

13 貸付金の回収による収入 19,260

14 敷金・保証金の払込による支出 △100,066

15 敷金・保証金の償還による収入 9,498

16 その他 △23,167

投資活動によるキャッシュ・フロー △476,436

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

１ 短期借入金の増減額（△は減少） 310,000

２ 長期借入金の返済による支出 △31,976

３ 自己株式の取得による支出 ―

４ 配当金の支払額 △322,876

５ 少数株主への配当金の支払額 △13,775

財務活動によるキャッシュ・フロー △58,627

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,699

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（又は減少額） 773,056

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,968,878

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 2,741,934
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(３)セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕
前第１四半期連結累計期間(自 平成20年２月１日 至 平成20年４月30日)

ソフトウエア

開発事業

(千円)

情報システム

サービス事業
(千円)

計
(千円)

消去又は

全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1)外部顧客に対する売
上高

7,059,984 6,613,440 13,673,425 ― 13,673,425

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

120,446 136,100 256,547 （256,547） ―

計 7,180,431 6,749,541 13,929,972 （256,547） 13,673,425

営業費用 6,708,370 6,536,413 13,244,784 （249,307） 12,995,477

営業利益 472,060 213,127 685,188 （7,239） 677,948
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